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 日本基督教団京都教区「教会と社会」特設委員会は、去る 2025 年 6月 27日に、東京拘置所の白

石隆浩さん(34歳)に死刑が執行されたことに、強く抗議いたします。 

  

 わたしたちは、人権と人間の尊厳を踏みにじり、また神から与えられている「いのち」そのもの

に要不要の審判を下す死刑制度を、到底容認することはできません。 

 死刑の執行から発せられる国からのメッセージは、国家はいのちを殺しても良い、不都合な存在

を社会から排除、抹殺しても良いということに他なりません。死刑に犯罪抑止の効果がないことは

すでにあきらかです。 

 

わたしたちが求めるものは、被害者、ご遺族の方々に寄り添った生活・経済面、精神・心理面で

のリカバリー・回復とケアに他なりません。それには加害者のやり直しの機会、罪の償いの機会が

必要です。同時に被害者家族への手厚い精神的経済的補償がなされるべきであり、償われる機会、

生き直しの機会を設けること、同時に、加害者家族が偏見に追い詰められず、安心して生きられる

社会を創出することです。 

 そのような社会・世界は、一人ひとりのいのちが尊ばれ、殺されないという基盤の上に成り立つ

ものであると信じます。 

 

殺すことによっては、何ものも癒されず、何ものも生かされず、憎しみと恐れ、疎外のみが増大

し、希望を生み出しません。どのような理由付けも、いのちを奪うことに、正当性を与えません。 

日本基督教団総会は、1982 年、「日本基督教団は、日本国家による死刑執行の中止を求め、死刑

制度の廃止を訴え、裁判所は死刑判決を下すことのないよう求める」との決議をしました。 

今一度わたしたちは、「いのち(生)への畏敬」に立ち、回復と生き直しを粘り強く求めることこ

そが、あらゆる暴力と破壊から解放される「生きられる世界」をつくりだすことにつながると、国

家による殺人である戦争に加担した歴史の反省に立つキリスト者として、今、強く訴えます。 

 

日本国が死刑執行を二度と行なわず、国連「死刑廃止条約」を一刻も早く批准することを強く求

めます。またすべてのいのちを殺すことなく、すべての人間の生き直しの機会を保つため、重ねて

死刑制度の全国民的議論と死刑廃止を今、強く求めます。 
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